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減災を考慮した河道設計手法
の検討 （研究期間：平成30年度～）

河川研究部 河川研究室 室長 福島 雅紀 主任研究官 山本 陽子 研究官 鈴木 淳史

（キーワード） 気候変動、避難、リードタイム、流量低減 

１．気候変動下における河川整備の方向性 

今後、気候変動によって洪水頻度や流量の増大が

予想される中で、施設能力を上回る規模の洪水もし

くは計画規模を超える洪水が発生した場合でも、で

きるだけ被害の軽減を図る減災対策が求められる。

減災対策と言うと、事前の水害リスクの周知、災害

時の適切な防災情報の提供など、いわゆるソフト対

策が着目されがちであるが、本検討では以下の2つの

ハード対策に着目し、その効果を検証する予定であ

る。その上で実務上の有効性を確認し、河道設計や

堤防設計に反映することを想定している。 

 対策Ⅰ：堤防決壊時の氾濫流量を低減する、もし

くは堤防決壊のタイミングを遅らせる等、避難の

リードタイムを確保する河川整備

 対策Ⅱ：ピーク流量の低減を図る河川整備

以下、対策Ⅰについては事例を、対策Ⅱについて

は概念を示し、今後検討する内容について紹介する。 

２．避難のリードタイムを確保する河川整備 

文献1では、米国ミシシッピ川における67箇所の決

壊事例が調査され、堤防沿いの樹林群帯があること

で決壊の度合い（氾濫量や氾濫流の到達範囲など）

が緩和されることが示された（図－1）。文献2では、

越水が発生した場合に少しでも決壊までの時間を引

き延ばす対策として、堤防天端のアスファルト等に

よる保護や堤防法尻のブロック等による補強、いわ

ゆる危機管理型ハード対策が提案された。本検討で

は、堤防の被災事例について、決壊に至った事例だ

けでなく、例えば堤防の一部が欠損した事例などの

ヒヤリ・ハット事例を収集し、被害の程度に影響し

た要因や影響の大きさを調べ、抽出した要因から避

難のリードタイムを確保する河川整備手法を具体化

する予定である 

３．ピーク流量の低減を図る河川整備 

治水専用ダムは、堤体に穴を持つダムであり、穴

で流せる流量よりも大きな洪水流が流れ込んだ時に、

洪水流を一旦貯留し下流河道におけるピーク流量を

低減させる施設である。これに類する機能を持つ地

形が河川内にも存在する。例えば、狭窄部、広い高

水敷、蛇行や湾曲、河床勾配変化点などが該当する。

しかしながら、どの程度の流量低減効果があるのか、

どのような洪水流に対して効果を発揮するのかにつ

いては明らかでない。本検討では、狭窄部の有無、

高水敷の幅や高さ、湾曲の形状等を変えた河道を多

数設定し、洪水の立ち上がり速度、洪水継続時間な

どを変えた洪水波形を複数作用させ、平面二次元流

解析によって下流河道におけるピーク流量の低減効

果を調べ、河川整備にあたって残置を検討すべき河

川地形を明確にする予定である。 

図-1 河道条件と決壊状況との関係1)に加筆

（黒矢印：河川の流れ、赤矢印：氾濫流の流れ） 

☞詳細情報はこちら

1) 建設省土木研究所河川部河川研究室「大規模破堤

による地形変化の実態」,土木研究所資料第3526号，

1998.10

2) 河川研究室「越水による決壊までの時間を少しで

も引き延ばす河川堤防天端・のり尻の構造上の工夫

に関する検討」，国総研資料第911号，2016.5
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落葉堆積が雨水桝蓋の
排水に与える影響の分析
（研究期間：平成27～30年度）

下水道研究部 下水道研究室 
研究員 中村裕美 交流研究員 近藤浩毅 主任研究官 松浦達郎 室長 岩﨑宏和

（キーワード） 雨水桝蓋、落葉、排水能力、道路冠水 

１．はじめに

道路冠水発生の原因の一つとして、雨水桝蓋周囲

及び桝内部への落葉の堆積によって下水管内への雨

水流入が阻害されている例が報告されている。過去

の研究より、桝内の落葉堆積量より桝蓋周囲上の落

葉堆積量が排水能力に大きく影響している可能性が

示されたため1)、道路冠水の発生頻度軽減に向けた

方策を検討する上で、落葉が桝蓋及び桝内の排水能

力に与える影響を把握することが重要である。桝蓋

周囲に落葉が堆積した時に桝蓋の排水能力に与える

影響を確認するための実験を行った。

２．実験概要

実規模道路模型（図-1）を用いて、ケヤキ等の落

葉3種類・落葉がない場合と1,3,5kgの落葉堆積量3

種類・桝蓋3種類(図-2)・30,60,100mm/h降雨相当

(1.3,2.6,4.3ℓ/s)の給水量3条件・0.5,2.0,6.0%の道

路縦断勾配3条件を組み合わせた全253ｹｰｽの桝蓋排

水実験を行った。落葉の堆積方法は、降雨時に上流

から落葉が流れてくることを想定し、事前に落葉堆

積量の半分を桝蓋の上流4.5mの側溝上に均等に敷き

詰めるとともに、残りの半分は給水開始から1分経過

後から落葉量を分割して追加投入した。

桝蓋からの排水量は三角堰で計測し、排水量(ℓ/s)

を給水量(ℓ/s)で除した値(以下、「排水率」という。）

を桝蓋の排水能力として評価した。

３．実験結果

道路縦断勾配、給水量、ケヤキの落葉堆積量（以

下、「落葉量」という。）を変化させた時の鋼製グ

レーチング蓋の排水実験結果を示す（表-1）。落葉

有無の違いによる排水率の差を確認するため、道路

縦断勾配と給水量が同一条件時の、落葉なしの時の

排水率とケヤキ堆積量3種類の排水率3つを比較した。

27ケース全てでケヤキ堆積時の排水率が落葉なしの

時の排水率より小さかった。さらにケヤキ堆積量の

違いによる排水率の差を確認するため、道路縦断勾

配と給水量が同一条件時の落葉量ごとの排水率を比

較した。全9ケースのうち5ケースで、落葉量1kg時が

最大値、3kg時が中間値、5kg時が最小値となった。

その他の4ケース（表-1 黄色ハッチ部）では、堆積

量が5kgと最大の場合に、排水率が最小とならないケ

ースもあり、引き続き実験結果の分析を進める。

☞詳細情報はこちら
1) 国総研レポート 2018 p.49
http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/2018report
/ar2018hp019.pdf
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図-1 模型平面図

図-2 桝蓋種類

コンクリート蓋 鋼製グレーチング蓋 落 葉 対 策 蓋

表-1 実験結果

落葉なし
0kg 1kg 3kg 5kg

0.5 1.3 100.0 100.0 59.8 75.9
0.5 2.6 100.0 58.5 41.3 41.3
0.5 4.3 100.0 54.7 35.0 33.1
2.0 1.3 100.0 71.0 59.8 71.0
2.0 2.6 100.0 75.7 45.2 38.7
2.0 4.3 100.0 72.4 38.9 27.1
6.0 1.3 100.0 57.7 57.7 68.7
6.0 2.6 97.8 75.7 63.4 61.7
6.0 4.3 98.2 56.0 54.7 48.7

100.0 59.8 75.9
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1.

研究動向・成果

減災を考慮した河道設計手法の検討
（研究期間 ： 平成30年度～）

河川研究部　河川研究室　
室長

（博士（工学））
　福島　雅紀　主任研究官　山本　陽子　研究官　鈴木　淳史

（キーワード）　気候変動、避難、リードタイム、流量低減
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